























H28 年 8 月に「特別の教科 道徳」の指導方法・
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28 文科初第 604 号
等々にも児童生徒の変容や感情の変化などを
見ることができる。
授業交換するにあたっては学級の生徒の状況を
詳細に情報交換し，指導案の作成はお互いの担任
同士で検討する必要がある。特に指導案の終末で
のまとめやワークシートへの記載内容により児童
生徒の変容を把握でき，積み重ねの資料になる。
・評価の質を高めるために，評価の視点や方法，
評価のために集める資料などについてあらかじめ
学年内，学校内で共通認識をもっておくことが重
要である。
学年内で指導項目，資料により同じような指導
案ができるが，学級の児童生徒の状況は異なるの
で同じ指導案はありえない。指導案の異なる点な
ど学年内に提示しそれぞれの教員がその学級の担
任の立場から意見交換し共通認識を深めることが
重要である。特に書式の検討そしてきめ細かく記
録できるように備考欄の検討は必須である。
そのうえで道徳科については，「児童生徒の学
